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8月29日に2年環境科学科生徒が兵庫県豊岡市に行き、コウノトリ育む農法について研修してきました。

環境保全型農業の研修

8月29日に環境科学科2年生全員で、兵庫県豊岡市役所の農林水
産課の仲田先生、長谷川先生、坪口農事未来研究所の平峰先生
から、兵庫県豊岡市で取り組んでいるコウノトリ育む農法につ
いて研修に行きました。

環境・
作物

環境保全型農業を産・学・官で実践し「コウノトリ育むお米」のネーミングで販売し、近年では、銀座の
百貨店での販売、海外に輸出するなど、積極的に販路を拡大し、環境に配慮した栽培方法で全国より視察研
修を受け入れるなど、コウノトリも住めるまちづくり目的とした農法で注目されている地域です。

「コウノトリ育む農法」については、豊岡市役所の会議室で講義を受けました。コウノトリの餌となる水生生物を生息させるため
に、無農薬・減農薬でお米栽培を行い、田植え後の湛水期間を長くし水生生物が生育できるよう「生物多様性」の面からも工夫され
ていました。

午後からは、豊岡市の現地水田視察をしました。坪口農事未来研究所では、ポット苗でイネを
田植えをしたり、水田にソーラーシステムを設置するなど栽培面・経営面で勉強になりました。


